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稲葉さんへ
　　　　　　　　　　　　　　   F さんより

白馬でお会いした時に、息子の B の現況を
メールでお送りすると申しておりましたのに、
すっかり遅くなってしまい、申し訳ありませ
ん。時系列で書かせていただきますね。

2016 年
7 月　17 歳 の 夏 に、A 地 方 裁 判 所 で 行 わ れ　

た裁判見学会に参加。初めて法曹の働
きを見て、導かれ、進路として祈り始
める

11 月　白馬セミナーから帰宅後、受験を決心

2017 年
4 月　地方の H 国立大学　入学
6 月   通信教材を利用して、司法試験の勉強を

始める
9 月　学部内の法学特進プログラム (3 年間で

卒業できるように、年間の取得単位の
上限を解放する制度 ) に合格

2018 年
10 月  教授の勧めで、法律研究会の仲間と法

学検定にチャレンジ。個人全国 1 位入賞。
グループ優秀賞受賞。

2019 年
6 月　  司法予備試験 (1 次短答式 ) 合格
10 月　司法予備試験 (2 次論文式 ) 合格
12 月　司法予備試験 (3 次口答式 ) 合格
           早稲田大学法科大学院受験 ( 三年次入学

特別枠 )
1 月　既習者コース授業料全額免除奨学生と

して合格

今後の予定は、5 月の司法試験を受験し、合
格発表が 9 月。合格できれば、司法修習が 11
月から始まります。その間、どう過ごすかが
今の祈りの課題の一つです。

本当に恵まれているなと思うのですが、特
別枠で、大手事務所のインターンに参加させ
て頂くなど、思ってもみなかった道が開かれ
ています。主の導きに沿って歩めるかが大事
なので、本人も慎重に祈っています。

普通は、大学を卒業した後、法科大学院に
行き 2 ～ 3 年司法試験のための勉強をし、卒
業すると、司法試験の受験資格が与えられる
のですが、B の場合、もう予備試験には合格
しているため、大学院に入っても入学後 1 カ
月で司法試験を受けることになる為、院以外
の道も祈っています。

これから世の中に出、主に仕え、隣人に仕
えていくにあたり、平安を持って最善の選択
ができますように、お祈り頂ければ幸いです。

B が特進コースや予備試験受験を選んだの
は、早く働きたいというだけでなく、授業料
などの経済的負担を減らすためでもあったの
ですが、早期合格できたことで、奨学金や、
教材の無償提供など、思いがけない優遇がい
くつもありました。神様が備えて下さる恵み
にただ感謝です。
　でも、何より感謝なことは、証の機会が増
えたことです。学内でのガイダンスで講師と
してお話しする機会を頂いたり、教材を購入
していた司法予備校の講師や社長との対談に
招かれたり、インターン先でもホームスクー
リングに関心を持って聴いて下さる方がおら
れ、信仰について話す機会が多く与えられて
います。法学検定で受賞した時も、授賞式で、
法律を審議する立場の方々と直接お話しする
機会を頂くなど、家の中で親子二人で学んで
いた頃には考えられない程、世界が広がって
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いるようです。
毎日の家庭礼拝や伝道

を続けていくために自転
車圏内の大学を選んだの
で す が、 そ の お か げ で、
ど ん な に 忙 し い 時 で も、
御言葉の分かち合いや励
ましに支えられているこ
とは、本当に幸いだなと
思います。

今もそうなのですが、B
も、私達親も、チア・にっ
ぽんからのメッセージに、
どれだけ励まされてきた
かわかりません。

私 自 身、B が 法 曹 に 導
かれている事を聞いた時
は、正直、戸惑いました。
そ れ で も、 祈 り な が ら、
主に信頼し、お委ねすることができたのは、
ホームスクーリングを通して、伝えるべき事
は伝えてきたという確信があるからだと思い
ます。

ホームスクーリングを続けてくることがで
きた恵み、チアで出会った多くの兄姉の祈り
や励ましに、心から感謝しています。

人間である親は、どんなに頑張っても、完
璧ではあり得ないけれど、私達の天のお父様
は完璧であられる…そのお方に信頼できる幸
いを思っています。
 　　　　　　　　　　　
＊＊＊＊＊

稲葉さん
　　　　　　　　　　　　　　　B 君より

大変お世話になっております。
現在の状況について母が稲葉さんへメール

を送ると聞いて、是非自分もお祈り頂いたこ
とへの感謝をお伝えできればと思い、書かせ
ていただきます。

そもそも法曹への道を志したのは、刑事裁判
を傍聴しに行ったのがきっかけでした。覚醒
剤の自己使用についての裁判で、一般的には
小さいとされる事件です。相対する立場とも
言える法曹三者が、被告人の更生という同じ
方向を目指している様を見、そうして勝ち取
られた執行猶予という措置の重さを知り、神
様から罪を許された自分の体験と重ね、深く
共感することとなりました。

そして、この仕事で、依頼者の方に寄り添い、
証をすることができるのではないかと思い、法
曹を目指すこととなりました。

本当にホームスクーリングという道への決断
をしてくれた両親と、それを導いて下さった神
様に感謝しています。また、稲葉さんを始めと
する多くのホームスクーラーの方やクリスチャ
ンの励ましとお祈りに、この場を借りて心から
お礼申し上げます。




